
平成２１年度学校評価・情報提供の充実・改善のための 

実践研究事業 研究成果 

― 地域社会と一体となった特色ある学校づくりを目指して ― 

 

１ 学校の概要 

所在地 
７９８－３３０２ 

  宇和島市津島町高田甲２４６９－１ 

設置する課程 全日制 教員数 ２８名 

生徒数 ２８８（Ｈ２１．５．１現在） 

学科名 １年 ２年 ３年 計 

普通科 ９０ １１２ ８６ ２８８ 

 

２ 事業の実績の説明  

(1) 取組の概要 

ア 平成２０年度の学校関係者評価委員並びに学校評議員による評価や提言をも

とに、外部評価の在り方を再構築するとともに、学校関係者評価システムを確

立させる。 

イ 地域の行事に積極的に参加し、地域住民と触れ合う場面を増やすことにより、 

学校の存在をアピールする。  

ウ 地域社会と一体となった学校づくりを目指しながら、学校評価を適切に行い、

改善すべきところを改善し、情報を的確に発信する。そのことにより、二次的

評価を受け、その結果を今後の学校運営に反映させていく。 

(2) 取組の内容及び取組方法  

ア 学校関係者評価委員会や学校評議委員会に対しては、事前に教育活動の公開  

や情報提供を積極的に行う。予備知識を持って委員会に参加していただくこと  

が、会のスムーズな進行や、より深く掘り下げた意見・要望につながるよう配 

慮する。 

イ 昨年度の学校評価（学校関係者評価委員会、学校評議員会、生徒による授業 

評価、生徒・教職員・保護者による学校評価、公開授業等に来校された方によ  

る学校評価、ＰＴＡ理事会や総会において出された意見要望、各種学校行事に  

来校していただいた方からの言葉）等を踏まえて、学校マニフェストと自己評  

価表を作成する。  

ウ 生徒による授業評価、生徒・保護者・教職員による学校評価に関するアンケ  

－ト調査の項目については、過去の結果と比較検討できるよう、内容の変更は  

行わないこととした。 

エ 他校の公開授業、愛媛県学校評価事業運営委員会、学校評価先進校への学校  

訪問等を実施する。それらを全教職員に周知徹底し、より広い視野を持って自  

校の学校評価に取り組むことができるよう、校内学校評価委員会を実施する。  

オ 学校評価の公表については、刊行物の活用やＨＰへの掲載を行うとともに、 

学校評価に関する成果物の作成をし、地域に発信する。 

 



３ 実施日程 

 

実施  

時期 実 践 事 項  備 考 

４月 
・第1回校内学校評価委員会（昨年度の反省と今年度への課題の公表）  
・学校関係者評価委員と学校評議員の選出  

 

５月 

・学校関係者評価委員と学校評議員の委嘱  
・平成21年度学校マニフェスト及び自己評価表の作成  
・平成21年度マニフェスト、自己評価表、学校関係者評価についてホー

ムページ上にアップロード  

 

６月 ・第1回学校関係者評価委員会・学校評議員会の合同開催   

７月 
・第1回愛媛県学校評価事業運営委員会に参加  
・第1回生徒による授業評価の実施と分析  
・平成21年度学校評価推進協議会（京都会場）に参加  

 

８月 

・県外先進校視察（山口県立山口高等学校）の実施  
・第2回校内学校評価委員会の実施（各種委員会、研修会、先進校視察の

報告） 
・第1回校内学校評価研修会の実施（各種委員会、研修会、先進校視察の

報告） 

 

９月 
・体育祭への同窓生の招待  
・公開授業の実施（3日間）（うち1日は、金融教育公開授業 in 愛媛とのコ  

ラボ） 
 

10月 
・文化祭実行委員会ＰＴＡ役員会の実施  
・文化祭実行委員会ＰＴＡ理事会の実施  
・第2回愛媛県学校評価事業運営委員会に参加  

 

11月 

・第3回校内学校評価委員会  
・第2回生徒による授業評価の実施と分析  
・生徒、保護者、教職員による学校評価アンケートの実施と分析  
・第1回自己評価表による学校評価の実施と分析  

 

12月 
・第2回生徒による授業評価の分析結果、教職員、生徒、保護者による学

校評価アンケートの分析結果、自己評価表による学校評価の分析結果
の報告と、学校関係者評価委員、学校評議員への公表  

 

１月 

・第2回学校関係者評価委員会と学校評議員会の合同開催（研究成果報告
書の原案の提示と協議） 

・実施報告書の作成と提出  
・報告会発表原稿の作成と提出  
・第3回愛媛県学校評価事業運営委員会に参加（研究成果の発表）  
・研究成果報告書の発注 

 

２月 
・第4回校内学校評価委員会の実施  
・第2回校内学校評価研修会の実施  
・研究成果報告書の完成と提出  

 

３月 

・第2回自己評価表による学校評価の実施と分析  
・学校関係者評価報告書の作成  
・平成21年度の反省と平成22年度への提言の作成  
・平成21年度学校評価成果物の配付（地域小中学校、保護者、生徒）  

 

 



４ 事業による成果の概要  

学校関係者評価委員や学校評議員だけでなく、広くＰＴＡ・同窓生・地域住民・

近隣の学校への積極的な教育活動の公開や、情報提供、地元地域での行事等への積

極な参加により、より具体的な評価を頂く事を目的として活動してきた。ここでは、

本校教職員・生徒が、学校関係者評価委員や学校評議員・ＰＴＡ・同窓生・地域住民

等と関わってきた中で、特に地域社会との連携に効果があったと思われる行事の紹介と、

本校の学校評価について述べてみたいと思う。  

(1)  第１回学校関係者評価委員会・学校評議員会の合同開催 

6 月 29 日（月）に本校校長室において、学校評議委員４名、学校関係者評価委員

３名本校教員７名（校長・教頭・事務長・総務課長・生徒指導課長・教務課長・進路

課長、計 14 名の参加で開催した。会議は、開会行事の後、本校教員による本校の現

状と課題について報告した後、事前に配付していた平成 20 年度の自己評価表・学校

関係者評価報告書、平成 21 年度のマニフェスト・自己評価表、平成 20 年度各部活動

の成績一覧表等についての感想や、本校の現状についての御意見・御指導を頂いた。

その中の一部を掲載する。 

  《金融教育について》 

・金融教育は社会人として最も大切なことの 1 つ。この取組はありがたい。 

《学力向上について》 

・昔は公務員模試対策で２年次より１グループ編成して、その中から大学進学と公務

員とに分かれていた。目標を持って頑張ることが大切。 

《社会人としての資質について》 

・今年度新規採用の生徒については、コミュニケーション能力、基本的な生活習慣な

どで苦戦しているが、何か光るものが見え始めるまで、遅い者で約１年はかかる。

現在本人の適性・能力を見極めている段階である。（本校生徒を採用していただい

た会社の社長さんより） 

・今年度、郵便局に採用された者（弓道全国大会出場者）はとても表情がよい。今後

が楽しみである。何か得意なことがあると就職してからも有利である。（地域の郵

便局長さんより） 

《学校評価、今後の津島高校の在り方について》 

・自己評価表を見ても特色が見えてこない。ＡＢＣＤＥの５段階評価で、評価ＢＣの

項目ばかりである。オールＢで平均的なところに落ち着くのか。ＤＥもあるがＡも

あるという、ある程度突出したものを求めるのか。（社会はこういう人材を求めて

いる）津島高校は何を求めていくのか。学校の特色をどこで出すか。課題である。 

・活力ある学校づくりのためには、いいところを引き出す指導が必要である。 

・自己評価の前提として、他人のいいところを評価してやる姿勢が大切で、この視点

があってこそ自己評価につながるのではないか。 

《その他》 

・津島高校がいかに生き残っていくか。多様な生徒の存在に対して、学校の体制を拡

げていく必要がある。進学を目指す生徒、学力の低い生徒が混在するため、学年３

クラスを習熟度別で３クラスに編成することも必要かも。部活動もどこを残して、

どこを拡げていくかを考える必要がある。家庭学習の定着化も必要である。 

・声が出るということは自分に自信がついたとき。どうやって自信をつけさせてやる

か。その努力の成果を見つめることが大切である。 

例年個別に実施している二つの会議を合同で行うことにより、双方の委員の共通

理解を深めると共に、それぞれの立場から、本校の教育活動について様々な御意見



を頂いた。早速、これらの中ですぐにでも始められることについては、全教職員に報告

し実行に移せるようお願いした。また、中長期的な展望のもと、実行していかなければ

ならないことについては、今後の課題として慎重に対応していくこととした。 

(2) 第１回生徒による授業評価の実施 

昨年度と同様の質問紙法により実施した。授業に対する８つの質問事項に対し

ては、各教科別の評価数値の平均は、わずか０．１ポイントではあるが、昨年度

より向上していた。しかしながら、生徒自身の授業に対する意識は、昨年度と同

じ数値を示していた。生徒たちの意識の変革を見ることができるようになる授業

の実施に努めなくてはならないと考える。 

(3) 体育祭への同窓生の招待 

昨年創立 60 周年を迎えた本校では、平成 19 年度より、その年に還暦を迎えら

れる同窓生を体育祭に招待し、特別種目を設定し競技にも参加いただいている。

今年で 3 年目になるが、例年 10 名を超える同窓生の参加があり、現在の津島高校

生の姿を見ていただいている。本部席テント内に設けた同窓生専用席においては、

ほとんどの方が最初から最後まで体育祭を観戦され、昔話に花を咲かせておられ

た。中には、現在の本校生の姿を見て、厳しい御指導も頂いたりすることもあり、

我々にとっては何よりの「学校評価」であったように思う。この企画は大変好評

で、早速来年度還暦を迎える方からの問い合わせも来ているところである。 

 
平成 21 年度体育祭 同窓生・ＰＴＡ役員との競技   平成 21 年度文化祭 ＰＴＡ役員の協力 

(4) 文化祭の開催について 

昨年度は、創立 60 周年記念の文化祭であった。本年度は、かなり縮小して実施 

する予定であったが、結果的に昨年度に勝るとも务らない素晴らしい文化祭とな

った。この大成功は、本校の教職員・生徒の頑張りだけではとうてい考えられな

い。文化祭実行委員会ＰＴＡ役員会（10 月上旬、出席率９０％以上）、文化祭実行

委員会ＰＴＡ理事会（10 月中旬、出席率８０％以上）、の活発な活動に加え、地域

の方々の御協力によるところが大きい。本校を支えてくれているこういった方々

の期待も我々の活動の原動力になっている。 

(5) 刊行物の配付について 

本校が発行しているＰＴＡ会報・保護者向け学校通信（こもれび）・学校新聞・

図書館だより・人権だより等を、来校してくださった方々にお配りし、本校の生

の情報をお届けしている。 

(6) 生徒の足跡について 

   《部活動関係》 

   男子ソフトテニス愛媛県高等学校総合体育大会ダブルス５位インターハイ出場        

相撲部   愛媛県高等学校総合体育大会   団体優勝 インターハイ出場 

            愛媛県高等学校総合体育大会   個人優勝 インターハイ出場 

    四国高等学校総合体育大会      団体 2 位 （創部以来初）     



       全日本ジュニア体重別選手権大会県予選  個人 6 名  四国予選出場 

   全日本ジュニア体重別選手権大会四国予選  個人 1 名  全国大会出場 

   女子 弓道部     愛媛県高等学校総合体育大会        個人 3 位   四国大会出場 

  
 平成 21 年度 県総体 全国大会出場決定戦     平成 21 年度 県総体 団体優勝表彰式 

     

 
平成 21 年度 弓道女子 個人戦決勝     平成２１年度 全国大会 応援懸垂幕 

  《進路関係》   国立大学合格               ２年連続 

    学校斡旋就職合格率（1２月末日現在）    ９５．８％          

 《生徒指導関係》 問題行動発生数（1２月末現在昨年度比）   ４０．０％減尐 

  上記のように、生徒たちは今年度も素晴らしい実績を残してくれた。先生方の熱 

心な指導と、保護者の協力、地域の応援、そしてそれに応える生徒たちのひたむき 

さが、このような結果につながったものと思う。 

(7) 第２回生徒による授業評価の実施 

第 1 回目のアンケート調査より、さらに平均で０．１ポイントのアップが見られ 

た（昨年度比では０．２Ｐアップ）。ただし、生徒自身の授業に対する意識につい

ては、ほとんど同じ数値であった。教職員の、授業を実践するに当たっての創意工

夫や、地道な努力は、生徒たちから認められてきている。ただし、それに伴う生徒

自身の授業に対する意識の変容は、まだ見られてはいない。しかし、このような教

職員の地道な努力は、必ず生徒たちの意識の変容につながるものと信じて、今後の

教育活動に臨みたい。 

 



(8) 生徒による学校評価の実施 

「良くできている」という割合が前年比１０ポイント以上向上した項目は、32 

項目中、9 項目あった。 

(9) 保護者による学校評価の実施 

「良くできている」という割合が前年比１０ポイント以上向上した項目は、32

項目中 10 項目あった。 

(10)  教職員による学校評価の実施 

「良くできている」という割合が前年比１０ポイント以上向上した項目は、32

項目中 13 項目あった。 

(11)  第２回学校関係者評価委員会の開催 

１月８日（金）に本校校長室において、学校関係者評価委員３名、本校教員７名（校 

長・教頭・事務長・総務課長・生徒指導課長・教務課長・進路課長）、計 10 名の参加

で開催した。当初学校評議員との合同開催を計画していたが、第 2 回目については、学

校関係者評価委員のみの会合とした。会議は、開会行事の後、本校教員による本校の現

状と課題について報告した後、事前に配付していた平成 21 年度の自己評価表・マニフ

ェスト・学校評価アンケートの結果等についての感想や、本校の現状についての御意

見・御指導を頂いた。自己評価・アンケート調査の結果をもとに、様々な角度から

本校を分析し、概ね良好であるとの評価を得たが、1 年次からの意識付け、しつけ

指導の一層の必要性を求められた。これら全て、来年度への提言として改善計画を

立てていく際の貴重な指標としたい。引き続き、第 3 回の校内学校評価委員会、第

2 回の学校評議員会を開催していく予定である。 

(12) まとめと今後の課題 

「地域との連携を目指す学校の在り方」については、この 2 年間でかなりの成果 

が上がってきたと言えるのではないだろうか。また、「生徒の進路保障」という、

高等学校教育の一番重要と思われる部分においても、生徒の満足度、教職員の自覚、

双方共に良い評価を得ることができた。これら全ての項目において、「あまりでき

ていない」「できていない」の割合が減尐し、「良くできている」と回答した割合が

アップしている。これは、教職員の創意工夫・努力に対して、生徒・保護者が良い

評価をしてくれたことに他ならない。今後は、生徒・保護者の期待はもっと高まっ

てくると思われるので、生徒の意識の高揚を求め、粘り強く創意工夫をこらし、生

徒と向き合っていかなければならない。即効性のあることではないので、生徒・保

護者の期待を裏切ることがないよう時間をかけて地道に努力していきたい。 

今回紹介した事例以外にも、至る所で生徒たちが活躍する機会があり、それぞれ

の場面で成長した生徒の姿を頻繁に見ることができるようになってきた。外部から

の評価や自己評価を生徒のために生かしていくと共に、常に自分自身も成長してい

く教員であり続けたい。そのためにも、今回の研究によって得た貴重な経験やその

実績・評価等を、ＨＰに掲載するとともに、研究成果物としてパンフレットを作成

し、地域の小中学校や関係機関、保護者・生徒に向けて積極的に発信し、地元にと

ってなくてはならない学校づくりに励んでいきたい。 

なお、研究成果物については、従来本校が作成している学校概要をもとに、よ 

り詳しい津島高等学校の魅力を紹介できるものにしたいと考えている。 

 


